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人
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委
員
会
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
二
―
一
（
人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
１

◯
人
事
委
員
会
規
則
二
―
三
（
事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
１

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
２

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
（
給
与
の
支
払
監
理
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
４

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
三
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
５

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
５

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
六
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
５

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
６

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
７

◯
人
事
委
員
会
規
則
八
―
三
（
退
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

◯
人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

◯
人
事
委
員
会
規
則
九
―
九
（
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
12

◯
人
事
委
員
会
規
則
一
〇
―
四
（
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

◯
人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
の
管

理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

人
事
委
員
会
訓
令

◯
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
一
・
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

人
事
委
員
会
告
示

◯
口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
人
情
報
の
一
部
改
正
（
一
・
人
事
委
員
会
事

務
局
総
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

人
事
委
員
会
規
則
二
―
一
（
人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
二
―
一
（
人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
二
―
一
（
人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
十
九
号
を
第
二
十
一
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
　
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
　
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
係
る
報
告
に
関
す
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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│

人
事
委
員
会
規
則
二
―
三
（
事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
二
―
三
（
事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
二
―
三
（
事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
趣
旨
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
八
条
第
三
項
」
の
下
に
「
及
び
第
四

項
」
を
加
え
、
「
、
必
要
」
を
「
必
要
」
に
、
「
こ
と
を
目
的
」
を
「
も
の
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
八
号
の
次
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。

九
　
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
係
る
報
告
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

１

ペ
ー
ジ

人

事

委

員

会

規

則
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人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
〇
（
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
一
号
中
「
上
級
　
職
員
採
用
上
級
試
験
」
を
「
大
学
卒
業
程
度
　
大
学
卒
業
程
度
試

験
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
中
「
中
級
　
職
員
採
用
中
級
試
験
」
を
「
短
大
卒
業
程
度
　
短
大
卒

業
程
度
試
験
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
初
級
　
職
員
採
用
初
級
試
験
」
を
「
高
校
卒
業
程
度

高
校
卒
業
程
度
試
験
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
得
る
」
を
「
得
て
定
め
る
基
準
に
定
め
る
資
格
を
有
し
て
い
る
」

に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
上
級
」
を
「
大
学
卒
業
程
度
」
に
、
「
中

級
」
を
「
短
大
卒
業
程
度
」
に
、
「
初
級
」
を
「
高
校
卒
業
程
度
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
得
る
」
を
「
得
て
定
め
る
基
準
に
定
め
る
資
格
を
有
し
て
い
る
」

に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
得
て
」
を
「
得
て
定
め
る
基
準
に
定
め
る
資

格
基
準
に
従
い
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
中
級
」
を
「
短
大
卒
業
程
度
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
七
号
中
「
あ
ら
か
じ
め
」
及
び
「
承
認
を
得
て
」
を
削
り
、
同
条
第
八
号
中
「
同

条
」
、
「
あ
ら
か
じ
め
」
及
び
「
承
認
を
得
て
」
を
削
る
。

第
四
十
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
職
員
採
用
上
級
試
験
」
を
「
大
学
卒
業
程
度
試
験
」
に
、
「
者

上
級
」
を
「
者
　
大
学
卒
業
程
度
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
職
員
採
用
中
級
試
験
」
を
「
短

大
卒
業
程
度
試
験
」
に
、
「
者
　
中
級
」
を
「
者
　
短
大
卒
業
程
度
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中

「
職
員
採
用
初
級
試
験
」
を
「
高
校
卒
業
程
度
試
験
」
に
、
「
者
　
初
級
」
を
「
者
　
高
校
卒
業
程

度
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
中
「
第
十
八
条
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
第
一
項

第
一
号
、
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を

加
え
る
。

附
則
第
五
項
の
前
の
見
出
し
並
び
に
同
項
及
び
附
則
第
六
項
を
削
る
。

別
表
第
一
ハ
の
表
二
級
の
項
第
一
号
中
「
通
信
長
」
を
「
一
等
航
海
士
、
一
等
機
関
士
又
は
通
信

長
（
以
下
「
一
等
航
海
士
等
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
表
三
級
の
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と

し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

２
　
中
型
船
舶
（
一
種
）
又
は
中
型
船
舶
（
二
種
）
の
困
難
な
業
務
を
行
う
一
等
航
海
士
等
の
職

務

別
表
第
一
ハ
の
表
四
級
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

３
　
中
型
船
舶
（
一
種
）
又
は
中
型
船
舶
（
二
種
）
の
特
に
高
度
の
知
識
経
験
に
基
づ
き
困
難
な

業
務
を
行
う
一
等
航
海
士
等
の
職
務

別
表
第
二
イ
の
表
中
「
上
級
」
を
「
大
学
卒
業
程
度
」
に
、
「
中
級
」
を
「
短
大
卒
業
程
度
」

に
、
「
初
級
」
を
「
高
校
卒
業
程
度
」
に
改
め
、
別
表
第
二
ロ
の
表
中
「
初
級
」
を
「
高
校
卒
業
程

度
」
に
改
め
、
別
表
第
二
ト
の
表
中
「
上
級
」
を
「
大
学
卒
業
程
度
」
に
、
「
中
級
」
を
「
短
大
卒

業
程
度
」
に
、
「
初
級
」
を
「
高
校
卒
業
程
度
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
イ
の
表
中
「
上
級
」
を
「
大
学
卒
業
程
度
」
に
、
「
中
級
」
を
「
短
大
卒
業
程
度
」

に
、
「
初
級
」
を
「
高
校
卒
業
程
度
」
に
改
め
、
別
表
第
六
ロ
の
表
中
「
初
級
」
を
「
高
校
卒
業
程

度
」
に
改
め
、
別
表
第
六
ト
の
表
中
「
上
級
」
を
「
大
学
卒
業
程
度
」
に
、
「
中
級
」
を
「
短
大
卒

業
程
度
」
に
、
「
初
級
」
を
「
高
校
卒
業
程
度
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
、
第
二
十
条
、
第

二
十
五
条
、
第
二
十
七
条
及
び
第
四
十
八
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
趣
旨
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
こ
と
を
目
的
」
を
「
も
の
」
に
改
め

る
。第

四
条
中
「
に
規
定
す
る
」
を
「
、
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
」
を
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手

当
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
災
害
派
遣
手
当
」
の
下
に
「
及
び
武
力
攻
撃
災
害
等
派
遣

手
当
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
中
「
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
」
を
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
補
則
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
規
則
で
」
を
「
規
則
に
」
に
改
め

る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

２

通
信
長
　
　
　
一
等
航
海
士
、
一
等
機
関
士
又
は
通
信

長
（
以
下
「
一
等
航
海
士
等
」
と
い
う
。
）

２
　
中
型
船
舶
（
一
種
）
又
は
中
型
船
舶
（
二
種
）
の
困
難
な
業
務
を
行
う
一
等
航
海
士
等
の
職

務

３
　
中
型
船
舶
（
一
種
）
又
は
中
型
船
舶
（
二
種
）
の
特
に
高
度
の
知
識
経
験
に
基
づ
き
困
難
な

業
務
を
行
う
一
等
航
海
士
等
の
職
務

上
級
　
　
　
大
学
卒
業
程
度
　
　
　
　
中
級
　
　
　
短
大
卒
業
程
度

初
級
　
　
　
高
校
卒
業
程
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
級
　
　
　
高
校
卒
業
程

度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
級
　
　
　
大
学
卒
業
程
度
　
　
　
　
中
級
　
　
　
短
大
卒

業
程
度
　
　
　
　
初
級
　
　
　
高
校
卒
業
程
度

上
級
　
　
　
大
学
卒
業
程
度
　
　
　
　
中
級
　
　
　
短
大
卒
業
程
度

初
級
　
　
　
高
校
卒
業
程
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
級
　
　
　
高
校
卒
業
程

度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
級
　
　
　
大
学
卒
業
程
度
　
　
　
　
中
級
　
　
　
短
大
卒

業
程
度
　
　
　
　
初
級
　
　
　
高
校
卒
業
程
度
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秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
二
（
給
料
の
調
整
額
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
福
祉
事
務
所
の
項
を
削
り
、
同
表
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
「
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
表
中
央
児
童
相
談
所
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。別

表
第
一
千
秋
学
園
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
三
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

「

「
政
策
監
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
表
知
事
部
局
本
庁
の
項
中
「
政
策
監
」
を
　
　
　
　
　
に
、

を

報
道
監
」

」

に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
地
域
振
興
局
（
秋
田
地
域
振
興
局
を
除
く
。
）
の
項
中

」

「
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
を
「
建
設
部
の
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
地
域
振
興
局

（
秋
田
地
域
振
興
局
に
限
る
。
）
の
項
中
「
八
郎
潟
基
幹
施
設
管
理
事
務
所
」
を
「
農
林
部
八
郎
潟

基
幹
施
設
管
理
事
務
所
」
に
、
「
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
を
「
建
設
部
の
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
に
改

３

児
　
童
　
相
　
談
　
所

１２３

専
ら
一
時
保
護
施
設
に
勤
務
す
る
児
童
指
導
員
及
び
保

育
士

所
長
、
児
童
指
導
員
、
保
育
士
及
び
心
理
判
定
指
導
員

（
１
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

専
ら
一
時
保
護
施
設
に
勤
務
す
る
保
健
師

二一

女
　
性
　
相
　
談
　
所

心
理
判
定
指
導
員

一

主
幹

主
幹

報
道
専
門
員

「
課
長

め
、
同
表
知
事
部
局
東
京
事
務
所
の
項
中
「
課
長
」
を
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
障
害

企
画
監
」

「

者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
「
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
、

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
太

」

」

「
医
長

平
療
育
園
の
項
中
「
医
長
」
を
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
「
総
看
護
師
長
」
を
削
り
、
「
主
任
専

総
看
護
師
長
」

「

「
主
任
専
門
員
　
　
　
　
　
　

門
員
」
を
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
中
央
児
童
相
談
所
の
項
中

看
護
師
長
　
」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
脳
血
管
研

」

」

「
薬

究
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
薬
局
長
」
を

総

局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
主
席
専
門
員

に
改
め
、
「
総
看
護
師
長
」
を
削
り
、
「
主
席
専
門
員
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

看
護
師
長
」

副
総
看
護
師
長
」

「

「
主
任
専
門
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
主
任
専
門
員
」
を
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
衛
生
看
護
学
院
の
項
中
　
　

看
護
師
長
　
」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
地

」

」

域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
同
表
知
事
部
局
農
業
試
験
場
の
項
中
「
主
席
専
門
技

「

術
員
」
を
削
り
、
同
表
知
事
部
局
北
海
道
事
務
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

「

に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
大
阪
事
務
所
の
項
中
　
　

」

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
長

教
務
部
長

主
幹

報
道
専
門
員

所
長

所
長

所
長

所
長

事
務
長

教
務
部
長

副
学
院
長

所
長

所
長

所
長

所
長

主
幹
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」

」

「

に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
名
古
屋
事
務
所
の
項
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
福
岡
事
務

」

」

所
の
項
中
「
上
席
主
幹
」
を
削
り
、
同
表
知
事
部
局
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
同
表
知
事

部
局
職
業
能
力
開
発
校
（
秋
田
技
術
専
門
校
を
除
く
。
）
の
項
中
「
秋
田
技
術
専
門
校
」
を
「
鷹
巣

「

「

技
術
専
門
校
」
に
、

を

「
所
長

別
表
知
事
部
局
砂
子
沢
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
項
中
「
所
長
」
を
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
教
育
委

主
幹
」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
（
給
与
の
支
払
監
理
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
（
給
与
の
支
払
監
理
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
五
（
給
与
の
支
払
監
理
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
趣
旨
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
八
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
八
条

第
一
項
第
八
号
」
に
、
「
、
必
要
」
を
「
必
要
」
に
、
「
こ
と
を
目
的
」
を
「
も
の
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
基
く
条
例
お
よ
び
」
を
「
基
づ
く
条
例
及
び
」
に
改
め
る
。

」

」

「
課
長

に
、

を
「
主
任
専
門
員
」
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
秋
田
技
術
専
門
校
の
項
中

主
任
専
門
員
」

「

「
秋
田
技
術
専
門
校
」
を
「
職
業
能
力
開
発
校
（
鷹
巣
技
術
専
門
校
に
限
る
。
）
」
に
、

「

「
課
長

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

を

主
任
専
門
員
」

」

」

「
主
任
専
門
員
」
に
改
め
、
同
表
知
事
部
局
港
湾
事
務
所
の
項
中
「
港
湾
事
務
所
」
の
下
に
「
（
秋

田
港
湾
事
務
所
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

員
会
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
ま
ず
受
給
者
に
つ
き
」
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
ま
た
は
」
を
「
、
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
給
与
簿
」
を
「
給
与

簿
等
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
な
さ
れ
て
」
を
「
行
わ
れ
て
」
に
、
「
発
見
し
」
を
「
発
見
し
た
場
合
で
」
に
、

「
こ
れ
」
を
「
、
こ
れ
」
に
、
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
補
則
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
事
務
局
長
が
決
め
る
」
を
「
、
事
務
局

長
が
定
め
る
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

４

所
長

主
幹

所
長

所
長

主
幹

校
長

校
長

主
幹

校
長

校
長

主
幹

校
長

校
長

主
幹

港
湾
事
務
所
（
秋
田
港
湾
事
務
所
に
限
る
。
）

所
長

主
幹

主
任
専
門
員

ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー

所
長

副
所
長

主
任
専
門
員
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秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
改
正
）

第
一
条

規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
趣
旨
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
よ
る
」
を
「
基
づ
き
」
に
、
「
、
必

要
」
を
「
必
要
」
に
、
「
こ
と
を
目
的
」
を
「
も
の
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
三
の
見
出
し
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
職
員
」
を
加
え

る
。第

十
条
中
「
利
用
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
人
事
委
員
会
の
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を
「
利
用
し
な
い
で
通
勤
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
通
勤
距

離
が
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
若
し
く
は
通
勤
時
間
が
六
十
分
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
交
通
事
情

等
に
照
ら
し
て
通
勤
が
困
難
で
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
特
別
急
行
列
車
等
の
利
用
に
よ
り
通
勤
時
間
が
三
十

分
以
上
短
縮
さ
れ
る
こ
と
又
は
そ
の
利
用
に
よ
り
得
ら
れ
る
通
勤
事
情
の
改
善
が
こ
れ
に
相
当
す

る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
削
る
。

第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
第
一
号
中
「
利
用
し
な
け
れ
ば
通
勤
す
る
こ
と
が
人
事
委
員

会
の
定
め
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
を
「
利
用
し
な
い
で
通
勤
す
る
も

の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
通
勤
距
離
が
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
若
し
く
は
通
勤
時
間
が
六
十
分

以
上
で
あ
る
も
の
又
は
交
通
事
情
等
に
照
ら
し
て
通
勤
が
困
難
で
あ
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め

る
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
二
第
三
項
第
三
号
中
「
二
万
円
」
を
「
四
万
円
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
職
員
の
休
職

の
事
由
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
」
を
加
え
、
同
条
第
三

項
各
号
中
「
二
万
円
」
を
「
四
万
円
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
四
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
職
員
の
休
職
の
事
由

に
関
す
る
条
例
第
二
条
」
を
加
え
る
。

（
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
三

月
九
日
公
布
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
職
員
の
休
職
の
事
由
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
五
十
四
年
秋
田
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
六
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

５

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
九
（
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
学
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か

つ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二
分
の
一
の
期
間

第
十
一
条
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

八
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
学
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
か

つ
た
期
間

第
十
六
条
の
見
出
し
を
「
（
補
則
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
事
項
は
、
」
の
下
に
「
人
事
委
員
会

が
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
三
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
三
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
三
三
（
給
料
表
の
適
用
範
囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
又
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

又
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
環
境
政
策
課
環
境
あ
き
た
ア
ク
シ
ョ

ン
チ
ー
ム
」
を
「
環
境
政
策
課
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
三
第
一
項
第
三
号
中
「
又
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

又
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
環
境
政
策
課
環
境
あ
き
た
ア
ク
シ
ョ

ン
チ
ー
ム
」
を
「
環
境
政
策
課
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
　
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
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る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
六
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
四
六
（
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
「
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
、
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

第
九
条
第
一
項
の
表
中
「
、
秋
田
地
域
振
興
局
八
郎
潟
基
幹
施
設
管
理
事
務
所
」
を
削
り
、
「
流

域
下
水
道
事
務
所
」
の
下
に
「
、
秋
田
中
央
道
路
建
設
事
務
所
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
中
「
第
十
四
条
の
二
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
、
「
専
門
技
術
員
又
は
改
良
普
及

員
」
を
「
普
及
指
導
員
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
、
地
域
振
興
局
の
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
を
削
る
。

第
十
四
条
中
「
、
秋
田
地
域
振
興
局
八
郎
潟
基
幹
施
設
管
理
事
務
所
」
を
削
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
第
一
号
並
び
に
別
表
ダ
ム
管
理
・
建
設
業
務
手
当
の
項
中

「
地
域
振
興
局
の
」
を
「
地
域
振
興
局
建
設
部
の
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
）

第
一
条
及
び
第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田
県
条
例
第

二
十
二
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
の
三
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
漁
業

普
及
指
導
手
当
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
支
給
範
囲
）

第
二
条

条
例
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
職
員
と
す
る
。

一
　
農
林
水
産
大
臣
が
行
う
水
産
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験
に
合
格
し
た
者

二
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）

又
は
独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
に
よ
る
独
立
行
政

法
人
水
産
大
学
校
（
旧
農
林
水
産
省
組
織
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
又
は

独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
等
の
設
立
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成

十
二
年
政
令
第
三
百
三
十
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
農
林
水
産
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令

第
二
百
五
十
三
号
）
に
よ
る
水
産
大
学
校
を
含
む
。
以
下
単
に
「
水
産
大
学
校
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
水
産
業
、
生
物
、
化
学
、
食
品
製
造
、
機
械
、
電
気
、
機
関
、
電
気
通
信
、
経
済
又

は
経
営
に
関
す
る
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
国
、
独
立
行
政
法
人
通
則

法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
に
よ
る
独
立
行
政
法
人
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験

研
究
機
関
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
水
産
大
学
校
又
は
財
団
法
人
漁
村
教
育
会
全
国
漁
業

協
同
組
合
学
校
に
お
い
て
水
産
業
に
関
す
る
試
験
研
究
若
し
く
は
教
育
に
従
事
し
た
期
間
、
水

産
業
普
及
指
導
員
と
し
て
水
産
業
に
関
す
る
技
術
に
つ
い
て
の
普
及
指
導
に
従
事
し
た
期
間
又

は
こ
れ
ら
の
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
、
最
近
十
五
年
の
う
ち
十
二
年
以
上
に
達
す
る
も
の

三
　
前
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
人
事
委
員
会
が
認
め
る
者

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
支
給
で
き
な
い
場
合
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
三
条
の
三
の
二

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
に
係
る
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
の
支
給
要
件
は
、
常
勤
の
専
門
技
術

員
又
は
普
及
員
と
し
て
」
を
「
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
に
つ
い
て
」

に
、
「
条
例
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
」
を
「
普
及
事
務
」
に
、
「
承
認

を
受
け
た
病
気
休
暇
の
」
を
「
病
気
休
暇
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
を
し
て
い
な
い
」
に
、
「
以
上
と

な
る
こ
と
と
す
る
」
を
「
に
満
た
な
い
場
合
は
、
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
は
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
「
普
及
事
務
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
い
う
。

一
　
農
業
改
良
助
長
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

事
務

二
　
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
百
八
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

事
務

三
　
条
例
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
事
務

３

第
一
項
の
規
定
は
、
条
例
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
の
職
員
で
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一

項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
も
の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
一
項
中
「
常
勤
の
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤

務
の
職
を
占
め
る
も
の
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
（
以
下

「
勤
務
を
要
す
る
日
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
普
及
事
務
に
従
事
し
て
い
る
日
」
と
あ
る
の
は

「
に
お
け
る
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
し
て
勤
務
を
要
す
る
時
間
の
う
ち
、
普
及
事
務
に
従
事

６
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し
て
い
る
時
間
」
と
、
「
日
の
合
計
が
、
そ
の
月
の
勤
務
を
要
す
る
日
」
と
あ
る
の
は
「
時
間
の

合
計
が
、
そ
の
月
の
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
し
て
勤
務
を
要
す
る
時
間
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
四
条
を
削
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「
（
補
則
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
条
例
第
二
十
三
条
の
三
の
二
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
職
員
に
係
る
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
」
を
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
」
に
改
め
、

同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
水
産
業
専
門
技
術
員
資
格
試
験
に
合
格
し
た
者
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
農
林
水
産
大
臣
が
行
う
水
産
業
専
門
技
術
員
資
格
試
験
に
合
格
し
た
者

に
つ
い
て
は
、
水
産
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験
に
合
格
し
た
者
と
み
な
し
て
こ
の
規
則
に
よ
る
改

正
後
の
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
）
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）

の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手

当
）
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
二
号
の
資
格
試
験
に
合
格
し
た

者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後
三
年
間
は
、
水
産
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験
に
合
格
し
た

者
と
み
な
し
て
改
正
後
の
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
水
産
業
に
関
す
る
普
及
指
導
に
従
事
し
た
期
間
に
関
す
る
経
過
措
置
）

４

こ
の
規
則
の
施
行
前
に
改
正
前
の
規
則
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
専
門
技
術

員
又
は
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
普
及
員
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
の
改
正
後
の
規

則
第
二
条
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
水
産
業
普
及
指
導
員
」
と
あ
る
の

は
、
「
水
産
業
普
及
指
導
員
又
は
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
〇
（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
公
布
）
に
よ
る
改
正
前
の
規
則
七
―
五
〇

（
農
林
漁
業
改
良
普
及
手
当
）
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
専
門
技
術
員
若
し
く

は
同
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
該
当
す
る
普
及
員
」
と
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
六
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

「
｜
北
秋
田
地
域
振
興
局
萩

北
秋
田
地
域
振
興
局
建
　

北
秋
田
地
域
振
興
局
萩

形
・
森
吉
ダ
ム
管
理
事

設
部
萩
形
・
森
吉
ダ
ム
　

形
・
森
吉
ダ
ム
管
理
事

務
所

管
理
事
務
所
　
　
　
　
　

務
所

別
表
第
一
の
四
級
地
の
項
中

北
秋
田
地
域
振
興
局
萩

を
　
　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
　

別
表
第
一
の
四
級
地
の
項
中

北
秋
田
地
域
振
興
局
萩

形
・
森
吉
ダ
ム
管
理
事

設
部
萩
形
・
森
吉
ダ
ム
　

形
・
森
吉
ダ
ム
管
理
事

務
所
森
吉
出
張
所

管
理
事
務
所
森
吉
出
張
　

務
所
森
吉
出
張
所

」

所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　」

に
、
「
北
秋
田
地
域
振
興
局
早
口
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
を
「
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部
早
口
ダ
ム

管
理
事
務
所
」
に
改
め
、
同
表
一
級
地
の
項
中
「
北
秋
田
地
域
振
興
局
山
瀬
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
を

「
｜
山
本
地
域
振
興
局
素
波
　

里
・
水
沢
ダ
ム
管
理
事
　

務
所
　
　
　
　
　
　
　
　

「
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部
山
瀬
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
に
、

を
　

山
本
地
域
振
興
局
素
波

里
・
水
沢
ダ
ム
管
理
事

務
所
水
沢
出
張
所
　
　

」

「

山
本
地
域
振
興
局
建
設

部
素
波
里
・
水
沢
ダ
ム

管
理
事
務
所

山
本
地
域
振
興
局
建
設
　
　
に
、
「
仙
北
地
域
振
興
局
鎧
畑
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
を
「
仙
北
地

部
素
波
里
・
水
沢
ダ
ム

管
理
事
務
所
水
沢
出
張

所

」

域
振
興
局
建
設
部
鎧
畑
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
に
、
「
仙
北
地
域
振
興
局
協
和
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
を

「
仙
北
地
域
振
興
局
建
設
部
協
和
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
秋
田
地
域
振
興
局
岩
見
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
を
「
秋
田
地
域
振
興
局
建
設
部
岩
見

ダ
ム
管
理
事
務
所
」
に
、
「
雄
勝
地
域
振
興
局
皆
瀬
・
板
戸
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
を
「
雄
勝
地
域
振

興
局
建
設
部
皆
瀬
・
板
戸
ダ
ム
管
理
事
務
所
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
八
―
三
（
退
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

７
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秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
八
―
三
（
退
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
八
―
三
（
退
職
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
号
中
「
差
し
止
め
る
」
を
「
差
し
止
め
ま
す
」
に
改
め
、
「
な
お
、
こ
の
処
分
に
つ
い

て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て6

0

日
以
内
に
秋
田
県
知

事
に
対
し
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て6

0

日
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
、
こ
の
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由
に
　
　
　
　
　
　

に
対
し
、
こ
の
処
分
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
を
削

る
。

「

様
式
第
四
号
中

「
を
　

」

に
改
め
る
。

８

差
し
止
め
る
　
　
　
差
し
止
め
ま
す
　
　
　
　
　
　
な
お
、
こ
の
処
分
に
つ
い

て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
6
0
日
以
内
に
秋
田
県
知

事
に
対
し
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
処
分
書
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
6
0
日
が
経
過
し
た
後
に
お
い
て
は
、
こ
の
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由
に
　
　
　
　
　
　

に
対
し
、
こ
の
処
分
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
教
示
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
こ
の
処
分
は
取
り
消
さ

し
止
め
ら
れ
て
い
る
一
般
の
退
職
手
当
等
が
支
給
さ
れ
る
。

１
　
こ
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
つ
き
公
訴
を
提

分
が
あ
つ
た
場
合

２
　
被
処
分
者
が
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
を
さ

く
退
職
の
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
場
合
（
た
だ
し
、
被
処
分

間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
現
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
と
き
そ
の

を
取
り
消
す
こ
と
が
一
時
差
止
処
分
の
目
的
に
明
ら
か
に
反
す
る
と
認
め

こ
の
限
り
で
な
い
。
）

３
　
処
分
者
が
、
こ
の
処
分
後
に
判
明
し
た
事
実
又
は
生
じ
た
事
情
に
基
づ

退
職
手
当
等
の
支
給
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
場
合

代
表
す
る
者
は
、
秋
田
県
知
事
と
な
り
ま
す
。）、
提
起
す
る
と
が

だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

し
た
と
き
は
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

４
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
処
分
は
取
り
消
さ

止
め
ら
れ
て
い
る
一
般
の
退
職
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
こ
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
つ
き
公

い
処
分
が
あ
つ
た
場
合

□
被
処
分
者
が
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起

と
な
く
退
職
の
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
場
合
。
た
だ

が
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
現
に
逮
捕
さ
れ

の
他
こ
の
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
が
一
時
差
止
処
分
の
目
的
に
明

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
一
時
差
止
処
分
者
が
、
こ
の
処
分
後
に
判
明
し
た
事
実
又
は
生

づ
き
、
一
般
の
退
職
手
当
等
の
支
給
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く

る
場
合

起
し
な
処

れ
る
こ
と
な

者
が
在
職
期

他
こ
の
処
分

る
と
き
は
、

き
、
一
般
の

（
注
）

（
１
）

（
２
）

（
３
）

□
１
　
こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
6
0
日
以
内
に
、
秋
田
県
知
事
に
対
し
て
不

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
　
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
6
0

後
に
お
い
て
は
、
こ
の
処
分
後
の
事
情
の
変
化
を
理
由
に
、
一
時
差

し
て
こ
の
処
分
の
取
消
し
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
　
こ
の
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
こ
の
処
分
が
あ
つ
た
こ
と
を
知

か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
、
秋
田
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お

代
表
す
る
者
は
、

と
な
り
ま
す
。）、
提
起
す
る
こ
と
が

だ
し
、
そ
の
期
間
内
で
あ
つ
て
も
、
処
分
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

し
た
と
き
は
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま

４
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
処
分
は
取
り
消
さ

止
め
ら
れ
て
い
る
一
般
の
退
職
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
　
こ
の
処
分
の
理
由
と
な
つ
た
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
つ
き
公

い
処
分
が
あ
つ
た
場
合

□
　
被
処
分
者
が
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起

と
な
く
退
職
日
か
ら
起
算
し

年
を
経
過
し
た
場
合
た
だ

れ
、
一
時
差

起
し
な
い
処

れ
る
こ
と
な

者
が
在
職
期

他
こ
の
処
分

る
と
き
は
、

き
、
一
般
の

こ
と
を
知
つ
た

服
申
立
て
を
す

日
が
経
過
し
た

止
処
分
者
に
対

つ
た
日
の
翌
日

い
て
秋
田
県
を

で
き
ま
す
。
た

て
１
年
を
経
過

せ
ん
。

れ
、
一
時
差
し

訴
を
提
起
し
な

訴
を
さ
れ
る
こ

し
、
被
処
分
者

て
い
る
と
き
そ

ら
か
に
反
す
る

じ
た
事
情
に
基

な
つ
た
と
認
め

□
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第
五
条
の
三
第
一
項
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
に
、
「
深
夜
勤

務
・
時
間
外
勤
務
制
限
請
求
書
」
を
「
早
出
遅
出
勤
務
・
深
夜
勤
務
制
限
・
時
間
外
勤
務
制
限
請
求

書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の
七
と
す
る
。

第
五
条
の
二
中
「
第
八
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条

の
六
と
し
、
第
五
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
四
条
を
加
え
る
。

（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
）

第
五
条
の
二

任
命
権
者
は
、
条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
早
出
遅
出
勤

務
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
早
出
遅
出
勤
務
に
係
る
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
、
休
憩
時
間

並
び
に
休
息
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
始
業
の
時
刻
は

午
前
七
時
以
後
に
、
終
業
の
時
刻
は
午
後
十
時
以
前
に
設
定
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
の
三

条
例
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
早
出
遅
出
勤
務
・
深
夜
勤
務
制

限
・
時
間
外
勤
務
制
限
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
、
早
出
遅
出
勤
務
を
請
求
す
る
一
の
期

間
（
以
下
「
早
出
遅
出
勤
務
期
間
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
初
日
（
以
下
「
早
出
遅
出
勤

務
開
始
日
」
と
い
う
。
）
及
び
末
日
（
以
下
「
早
出
遅
出
勤
務
終
了
日
」
と
い
う
。
）
を
明
ら
か

に
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
は
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
場
合

が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
当
該
請
求
を
し
た
職
員
に
対
し
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
該
通
知
を
し
た
後
に
お
い
て
、
公
務
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
こ
と
と
な
る
日
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
任
命
権
者
は
、
当
該
日
の
前
日
ま
で
に
、
当
該
請
求

を
し
た
職
員
に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
請
求
に
係
る
事
由
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
請
求
を
し
た
職
員
に
対
し
て
証
明
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
の
四

前
条
第
一
項
の
請
求
が
さ
れ
た
日
か
ら
早
出
遅
出
勤
務
開
始
日
の
前
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
、
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
職
員
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
請
求
は
、
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

一
　
当
該
請
求
に
係
る
子
が
死
亡
し
た
こ
と
。

二
　
当
該
請
求
に
係
る
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
し
に
よ
り
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子

で
な
く
な
っ
た
こ
と
。

三
　
当
該
請
求
を
し
た
職
員
が
当
該
請
求
に
係
る
子
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
。

２

前
項
（
第
三
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
条
例
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
常
生
活
を
営

む
の
に
支
障
が
あ
る
者
（
以
下
「
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
第
一
号
中
「
子
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
十
五
条
第
一
項
に
規

定
す
る
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
（
以
下
「
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
項

第
二
号
中
「
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
し
に
よ
り
当
該
請
求
を
し
た
職
員
の
子
で
な
く
な

っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
と
当
該
請
求
を
し
た
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
」
と
読

９

と
な
く
退
職
の
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
し
た
場
合
。
た
だ

が
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
現
に
逮
捕
さ
れ

の
他
こ
の
処
分
を
取
り
消
す
こ
と
が
一
時
差
止
処
分
の
目
的
に
明

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
　
一
時
差
止
処
分
者
が
、
こ
の
処
分
後
に
判
明
し
た
事
実
又
は
生

づ
き
、
一
般
の
退
職
手
当
等
の
支
給
を
差
し
止
め
る
必
要
が
な
く

る
場
合

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

規
則
八
―
六
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
九
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
五
条
の
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の
十
三
と
す

る
。第

五
条
の
八
を
削
る
。

第
五
条
の
七
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
条
の
五
」
を
「
第
五
条
の
九
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条

の
十
一
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
介
護
を
行
う
職
員
へ
の
準
用
）

第
五
条
の
十
二

第
五
条
の
七
、
第
五
条
の
八
（
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
除
く
。
）
、
第
五

条
の
十
及
び
前
条
（
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
二
項
各
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、

要
介
護
者
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の
八
第
一
項

第
一
号
及
び
前
条
第
一
項
第
一
号
中
「
子
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
」
と
、
第
五
条
の
八
第
一

項
第
二
号
及
び
前
条
第
一
項
第
二
号
中
「
子
が
離
縁
又
は
養
子
縁
組
の
取
消
し
に
よ
り
当
該
請
求

を
し
た
職
員
の
子
で
な
く
な
っ
た
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
と
当
該
請
求
を
し
た
職
員
と
の
親

族
関
係
が
消
滅
し
た
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
一
号
又
は
第

二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
の
六
第
一
項
中
「
第
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
二
項
」
に
、
「
深
夜
勤

務
・
時
間
外
勤
務
制
限
請
求
書
」
を
「
早
出
遅
出
勤
務
・
深
夜
勤
務
制
限
・
時
間
外
勤
務
制
限
請
求

書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
二
項
」

に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の
十
と
す
る
。

第
五
条
の
五
中
「
第
八
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
八
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条

の
九
と
す
る
。

第
五
条
の
四
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
五
条
の
六
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条

の
八
と
す
る
。
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み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

早
出
遅
出
勤
務
開
始
日
か
ら
早
出
遅
出
勤
務
終
了
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
第
一
項
各

号
（
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
由
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
前
条
第
一
項
の
請
求
は
、
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
を
早
出
遅
出
勤
務
期
間
の
末

日
と
す
る
請
求
で
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

第
一
項
（
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
職
員
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
任
命
権
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
早
出
遅
出
勤
務
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
五
条
の
五

前
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
早
出
遅
出
勤
務
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事

委
員
会
が
定
め
る
。

第
十
二
条
の
表
子
の
看
護
等
休
暇
の
項
中
「
第
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、

「
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
、
人
事
委
員
会
が
定

め
る
時
間
）
」
を
削
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
年
次
・
特
別
休
暇
請
求
書
」
の
下
に
「
（
様
式
第
一
号
の
二
）
」
を
加
え

る
。様

式
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

10
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11

早出遅出勤務・深夜勤務制限・時間外勤務制限請求書

請求年月日　　年　　月　　日

任命権者　　　　様

□　子を養育する
ため、職員の勤務時間、休暇等に関する条例第８条の　第　項（第８条の３第３項におい

□　要介護者を介護する

 □　早出遅出勤務

て準用する同条第　項）の規定により、次のとおり□　深夜における勤務の制限を請求します。

□　時間外勤務の制限

請求者　所　属

職氏名　　　　　　　　w

様式第１号　早出遅出勤務・深夜勤務制限・時間外勤務制限請求書（第５条の３、第５条の７、第５条の10関係）

（Ａ４判）

１　請求に係る子又は要介

護者に関する事項

２　職員の配偶者で当該子

の親である者の有無及び

状況

３　要介護者の状態及び具

体的な介護の内容

４　請求に係る期間
早出遅出勤務又は深夜

における勤務の制限

時 間 外 勤 務 の 制 限

始業及び終業の時刻

年　　月　　日から

年　　月　　日まで

□毎日

□毎週　　曜日

□その他（ ）

年　　月　　日から
□１年　□　　月（１年に満たない場合）

時　　分から　　　時　　分まで

理 　 　 　 　 　 　 由

５　請求に係る早出遅出勤

務の始業及び終業の時刻

並びに当該時刻とする理

由

氏　　　　　　　　名

職 員 と の 続 柄

子 の 生 年 月 日

養 子 縁 組 の 効 力 が
生 じ た 日

年　　月　　日生（□出産予定日）

年　　月　　日

□　有

□　無

□深夜において就業している。（深夜における勤務の制限を請求
する場合で、該当するときのみ記入）
□就業している。（時間外勤務の制限を請求する場合で、該当す
るときのみ記入）
□負傷、疾病、身体上又は精神上の障害により養育が困難であ
る。（深夜における勤務又は時間外勤務の制限を請求する場合
で、該当するときのみ記入）
□出産前６週間（多胎妊娠の場合にあっては、14週間）又は出産
後８週間以内である。
□上記のいずれにも該当しない。

注

１　１の欄の「子の生年月日」欄及び「養子縁組の効力が生じた日」欄は、子を養育するための請求の場合のみ記

入すること。なお、請求に係る子が請求の際に出生していない場合には、「子の生年月日」欄に出産予定日を記

入し、□出産予定日にレ印を記入すること。

２　２の欄は、子を養育するための請求（早出遅出勤務の請求を除く。）の場合のみ記入すること。この場合にお

いて、同欄中「就業している。」とは、就業回数が１月につき３回を超えることをいう。

３　３の欄は、要介護者を介護するための請求の場合のみ記入すること。

４　５の欄の「始業及び終業の時刻」欄は、あらかじめ定められた早出遅出勤務に係る始業及び終業の時刻のうち、

請求するものを記入すること。
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附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
九
―
九
（
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
九
―
九
（
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
九
―
九
（
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
中
「
財
団
法
人
あ
き
た
産
業
振
興
機
構
」
を
「
財
団
法
人
あ
き
た
企
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
一
〇
―
四
（
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
）
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
一
〇
―
四
（
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
）

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
職
員
（
離
職
し
た
職
員
を
含
む
。
次
条
及
び
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
か
ら
の
勤
務
条
件
そ
の
他
の
人
事
管
理
に
関
す
る
苦
情
の
申
出
及
び
相
談
（
当
該
職
員
に

係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
苦
情
相
談
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
人
事
委
員
会
に
対
す
る
苦
情
相
談
）

第
二
条

職
員
は
、
人
事
委
員
会
に
対
し
、
文
書
又
は
口
頭
に
よ
り
苦
情
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
離
職
し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
苦
情
相
談
に
限
る
。

一
　
離
職
に
関
す
る
苦
情
相
談

二
　
法
第
二
十
八
条
の
四
又
は
第
二
十
八
条
の
五
の
規
定
に
基
づ
く
採
用
に
関
す
る
苦
情
相
談

（
職
員
相
談
員
）

第
三
条

人
事
委
員
会
は
、
前
条
に
規
定
す
る
苦
情
相
談
の
迅
速
か
つ
適
切
な
処
理
を
行
わ
せ
る
た

め
、
人
事
委
員
会
事
務
局
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
苦
情
相
談
を
受
け
て
処
理
す
る
者
（
以
下
「
職

員
相
談
員
」
と
い
う
。
）
を
指
名
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
案
の
処
理
）

第
四
条

職
員
相
談
員
は
、
苦
情
相
談
を
行
っ
た
職
員
（
以
下
「
申
出
人
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、

助
言
等
を
行
う
ほ
か
、
関
係
当
事
者
に
対
し
、
指
導
、
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
行
う

も
の
と
す
る
。

２

人
事
委
員
会
は
、
申
出
人
が
事
案
の
処
理
の
継
続
を
求
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
案
に
係

る
問
題
の
解
決
の
見
込
み
が
な
い
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
事
案
の
処
理
を
継
続
す
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
事
案
の
処
理
を
打
ち
切
る
も
の
と
す
る
。

３

事
案
に
係
る
問
題
に
つ
い
て
、
規
則
一
〇
―
〇
（
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
）
の
規
定

に
よ
る
措
置
の
要
求
の
受
理
又
は
規
則
一
〇
―
一
（
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
）
第

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
受
理
が
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
事
案
の
処
理
は
、
打
ち
切
ら
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

（
調
査
）

第
五
条

職
員
相
談
員
は
、
申
出
人
、
当
該
申
出
人
の
任
命
権
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
必
要

に
応
じ
て
、
事
情
聴
取
、
照
会
そ
の
他
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

任
命
権
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
相
談
員
か
ら
事
情
聴
取
等
を
求
め
ら
れ
た
職
員
が
請

求
し
た
と
き
は
、
当
該
事
情
聴
取
等
に
応
ず
る
た
め
に
必
要
な
時
間
、
勤
務
し
な
い
こ
と
を
承
認

す
る
も
の
と
す
る
。

（
記
録
の
作
成
等
）

第
六
条

職
員
相
談
員
は
、
事
案
ご
と
に
そ
の
概
要
及
び
処
理
状
況
に
つ
い
て
記
録
を
作
成
し
、
人

事
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
秘
密
の
保
持
）

第
七
条

職
員
相
談
員
そ
の
他
の
苦
情
相
談
に
係
る
事
務
に
従
事
す
る
職
員
は
、
申
出
人
の
職
及
び

氏
名
、
苦
情
相
談
の
内
容
そ
の
他
の
苦
情
相
談
に
関
し
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
保
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
）

第
八
条

任
命
権
者
は
、
苦
情
相
談
を
行
っ
た
こ
と
、
苦
情
相
談
に
関
し
人
事
委
員
会
が
行
う
調
査

に
協
力
し
た
こ
と
等
に
起
因
し
て
、
職
員
が
職
場
に
お
い
て
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う

配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
人
事
委
員
会
及
び
任
命
権
者
の
協
力
等
）

第
九
条

人
事
委
員
会
は
、
任
命
権
者
に
対
し
、
苦
情
相
談
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
、

研
修
の
実
施
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

人
事
委
員
会
は
、
任
命
権
者
及
び
関
係
機
関
に
対
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
苦
情
相
談
に
係
る
事

務
に
つ
い
て
協
力
及
び
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
ほ
か
、
人
事
委
員
会
及
び
任
命
権
者
は
、
苦
情
相
談
に
係
る
事
務
に
つ
い

て
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

（
補
則
）

12
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第
十
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
規
則
一
―
一
（
規
則
の
分
類
）
の
一
部
改
正
）

２

規
則
一
―
一
（
規
則
の
分
類
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
不
利
益
処
分
の
審
査
及
び
勤
務
条
件
の
措
置
」
を
「
公
平
審
査
」
に
改
め
る
。

（
規
則
九
―
三
（
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
）
の
一
部
改
正
）

３

規
則
九
―
三
（
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
　
規
則
一
〇
―
四
（
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
苦
情
相
談
（
面
談
に

よ
る
場
合
に
限
る
。
）
を
行
う
場
合
及
び
同
規
則
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
相

談
員
か
ら
の
事
情
聴
取
等
に
応
ず
る
場
合

（
規
則
一
二
―
〇
（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
）
の
一
部
改
正
）

４

規
則
一
二
―
〇
（
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
を
削
り
、
第
十
五
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
の
管
理
職

員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
の
管

理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
一
一
―
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
の
管
理
職
員
等
の
範

囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
別
表
第
一
」
の
下
に
「
の
上
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
等
」
を
加
え
、
「
市
町
村
等
」

を
「
市
町
村
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
本
荘
市
の
項
か
ら
大
曲
市
の
項
ま
で
、
鷹
巣
町
の
項
、
森
吉
町
の
項
、
阿
仁
町
の
項
、

合
川
町
の
項
、
昭
和
町
の
項
、
飯
田
川
町
の
項
、
天
王
町
の
項
、
若
美
町
の
項
、
矢
島
町
の
項
か
ら

西
仙
北
町
の
項
ま
で
、
中
仙
町
の
項
、
協
和
町
の
項
か
ら
仙
北
町
の
項
ま
で
、
太
田
町
の
項
、
稲
川

町
の
項
、
雄
勝
町
の
項
、
皆
瀬
村
の
項
及
び
昭
和
町
、
飯
田
川
町
組
合
立
羽
城
中
学
校
組
合
の
項
を

削
り
、
同
表
中
「
森
吉
町
外
四
ヵ
町
村
病
院
組
合
」
を
「
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
」
に
、

「
大
潟
村
ほ
か
二
町
衛
生
処
理
組
合
」
を
「
大
潟
地
区
衛
生
処
理
組
合
」
に
改
め
、
同
表
鷹
巣
阿
仁

広
域
市
町
村
圏
組
合
の
項
を
削
り
、
同
表
中
「
角
館
町
外
三
か
町
村
公
衆
衛
生
施
設
組
合
」
を
「
角

館
町
外
二
か
町
村
公
衆
衛
生
施
設
組
合
」
に
改
め
、
同
表
公
立
合
川
高
等
学
校
組
合
の
項
及
び
湖
南

地
区
衛
生
処
理
組
合
の
項
を
削
り
、
同
表
中
「
大
森
町
外
二
ヶ
町
村
山
林
管
理
組
合
」
を
「
大
森
町

大
雄
村
共
有
財
産
管
理
組
合
」
に
、
「
鷹
巣
町
外
六
ヵ
町
村
衛
生
施
設
組
合
」
を
「
北
秋
田
市
周
辺

衛
生
施
設
組
合
」
に
改
め
、
同
表
矢
島
・
鳥
海
清
掃
一
部
事
務
組
合
の
項
及
び
仙
北
西
部
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
一
部
事
務
組
合
の
項
を
削
り
、
同
表
中
「
仙
北
東
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
一
部
事
務

組
合
」
を
「
大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合
」
に
改
め
、
同
表
仙
北
西
部
老
人
保
健
施
設
一
部
事
務
組
合

の
項
を
削
る
。

別
表
第
二
中
「
市
町
村
等
名
」
を
「
市
町
村
名
」
に
改
め
、
「
及
び
一
部
事
務
組
合
」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
第
十
二
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
　
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
に
係
る
職
員
相
談
員
の
指
名

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
告
示
第
一
号

口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
人
情
報
（
平
成
十
三
年
人
事
委
員
会
告
示
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

表
中
「
職
員
採
用
上
級
試
験
」
を
「
大
学
卒
業
程
度
試
験
」
に
、
「
職
員
採
用
中
級
試
験
」
を

「
短
大
卒
業
程
度
試
験
」
に
、
「
職
員
採
用
初
級
試
験
」
を
「
高
校
卒
業
程
度
試
験
」
に
改
め
る
。

13

人

事

委

員

会

訓

令

人

事

委

員

会

告

示

秋
田
県
人
事
委
員
会
告
示
第
１
号

口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
人
情
報
（
平
成
1
3
年
秋
田
県
人
事
委
員
会
告

示
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
1
7
年
３
月
3
1
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

表
中
「
職
員
採
用
上
級
試
験
」
を
「
大
学
卒
業
程
度
試
験
」
に
、
「
職
員
採
用
中
級
試
験
」
を

「
短
大
卒
業
程
度
試
験
」
に
、
「
職
員
採
用
初
級
試
験
」
を
「
高
校
卒
業
程
度
試
験
」
に
改
め
る
。



平成17年 3月31日（木曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 7号

ペ
ー
ジ
　
　
段
　
　
　
行
　
　
　
　
　
　
　

誤

正

平
成
十
一
年
三
月
十
九
日
（
号
外
第
二
号
）
掲
載
の
人
事
委
員
会
規
則
（
人
事
委
員
会
規
則
八
―

六
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
）

（
印
刷
誤
り
）

四
　
　
　
上
　
　
　
五
　
　
第
二
項
　
　
　

前
二
項
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者
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